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XLink kai で有名なTeam XLinkと 
ゲーム市場へ向けたサービス、新製品開発で提携 

 
 プラネックスコミュニケーションズ株式会社（代表取締役社長:久保田克昭、本社：東京都渋谷

区、JASDAQコード 6784 以下プラネックス）とTeam XLinkはゲーム市場での新しいサービス、製

品の共同開発及び現在Team XLinkが非営利目的で運営するXLink Kai Evolution VIIを使ったネットワ

ークサービスの日本での共同運用を目的として提携いたしました。今後もプラネックスではTeam 

XLink、BitTorrent、FONなどフリーソフトウェア、オープンソース団体と連携してサービス及び製

品の拡充を行い、ユーザに新しいインターネットの活用方法を提案し続けます。 

 

 
 
■ XLink Kai Evolution VIIとは？ 

XLink Kai Evolution VIIとはソニー・コンピュータエンタテインメントから発売されているPSP®

（プレイステーションポータブル）の人気ゲームタイトルをオンライン環境で協力プレイや対戦

を可能とする画期的なフリーソフトウェアを使ったサービスです。Xboxやニンテンドーゲームキ

ューブなどでも利用可能です。 

 

<接続例> 

 
※本サービスを利用するためには動作確認の取れた無線LANアダプタが必要となります。 
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< XLink Kai Evolution VII動作確認済み PLANEX無線LANアダプタリスト> 

 

 GW-US54Mini2G  [携帯ゲーム機用インターネットアダプタ ゲームリンクXII] 

 GW-US54Mini2W [IEEE802.11g/b 無線LAN USBアダプタ ホワイト] 

 GW-US54Mini2B  [IEEE802.11g/b 無線LAN USBアダプタ ブルー] 

 GW-US54GXS    [IEEE802.11b+g 無線LAN USBアダプタ] 

 GW-US54GD     [アクセスポイント検索機能付 無線LAN USBアダプタ] 
 
※PSP®は、株式会社ソニー・コンピュータエンタテインメントの登録商標です。 
 
 
 
■ 次世代XLink(XLink kaiの後継)を共同開発 

プラネックスコミュニケーションズとTeam XLinkは現行のXLink Kai Evolution VIIの次世代バージ

ョンを共同で開発します。 

またプラネックスコミュニケーションズが開発するネットワーク機器とTeam XLinkの技術を融合

させることでオンラインプレイに対応していないゲームでもインターネットを介して対戦、協力

プレイを可能とします。対応ゲームソフトは据置式ゲーム機から携帯ゲーム機まで多岐にわたり

対応する予定です。 

 

 

■ 日本公式 XLink KaiのWebコミュニティサイトの開始 

英語環境で運営されているXLink Kai公式サイトの日本版をプラネックスコミュニケーションズが

運営します。近日公開予定となっております。これによりダウンロード、ユーザ登録、各種説明

などが日本語対応となりますのでXLink Kaiがよりいっそう使い易くなります。 

 

 

■ 日本語版 XLink Kaiソフトウェアの提供 

今後より多くのユーザに簡単にセットアップを行うことを可能とするためにXLink Kai の日本語

版ソフトウェアをリリースする予定です。 
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■ 日本を中心としたアジア向けのサーバを提供及び運用 

大規模なアクセスを想定した専用サーバを日本国内数箇所の拠点及びアジアに設置しメンテナン

スを含めプラネックスコミュニケーションズが運用します。これによりサーバ側の負荷やトラブ

ルで接続できないユーザを減らし、安定してサービスを利用することが出来るようになります。

日本国内では現在、東京（恵比寿、池袋）で合計3台のサーバが本サービスを目的として稼動し

ています。 

 

 

参考URL：http://www.teamxlink.co.uk/ 

 

【プラネックスコミュニケーションズ株式会社 代表取締役社長 久保田克昭コメント】 

これからのネットワークを利用するコンピュータ、ゲーム、デジタル家電などのサービスは特

定の企業がユーザへ強制的に方向性を指し示す形から、インターネットを中心にSNSやコミュニ

ティといったユーザ参加型の双方向サービスに切り替わりつつあります。これらのサービスは幅

広い層に支持され、今後も発展すると考えます。特に今回提携したXLink Kaiなどフリーコミュニ

ティと呼ばれるサービスが業界全体の推進力となる時代と考え、プラネックスグループではこう

いったフリーソフトウェア、オープンソース団体・企業と提携しユニークな発想から生まれた新

しい技術を利用するだけでなく、積極的に支援します。我々は新たな企業理念である『We Network 

your Entertainment.』を広く製品・サービスに付加し利用するユーザへネットワークの本当の価

値を届けます。 
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プラネックスコミュニケーションズ株式会社について 

 

1995年7月設立のプラネックスコミュニケーションズは2001年にJASDAQ市場へ上場しました。ネ

ットワーク関連機器を中心とした製品構成で、製品企画、開発、販売などを行っています。ルータ

製品、無線LAN機器、法人、学校、政府、その他公的機関向けVoIP関連機器およびL2/L3PoEスイッ

チ等、主に消費者のニーズを基本とした製品をメインプロダクトとして扱っています。2005年5月

には、携帯電話向けソフトウェアを主力製品とするトリスター株式会社を傘下に納め、今後携帯電

話やそのネットワークに対応した機器等の開発、販売という新たなビジネス展開を行う予定であり

ます。 
 
 
 
 
Team XLinkについて 
 
Team XLinkは全世界のゲームユーザ向けに2003年3月にスタートした非営利の共同プロジェクトで
す。Team XLinkのソフトウェアとインフラを利用して、プレーヤーはインターネットを介してネッ
トワークプレイを楽しむことが出来ます。XBOX, PS2, PSPの多くのタイトルがTeam XLinkに対応し
ています。また、Team XLinkはWindows, MacOS, LinuxのいずれのOS上でも動作します。XLinkの提
供するソフトウェア、サービスはすべて無料のうえ、バナー広告等の目障りなものはありません。
オンラインゲームを通じてTeam XLinkは世界中の人々を結びます。 
 
 
 
 
 
 

報道機関からのお問い合わせ先 TEL 03-5766-1056 
製品写真 http://www.planex.co.jp/poji/ 
メディアご担当者様お問い合わせ先 http://www.planex.co.jp/user/writer.shtml 
読者からのお問い合わせ窓口  0120-415-976 

ユーザ直販ページ PLANEX Direct  0120-415-978 
http://direct.planex.co.jp/ 


